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Khovanov-Lauda-Rouquier代数 (KLR代数)とは, 2008年にKhovanov-Laudaらと Rouquierにより独立

に定義された代数である. 箙 Γとその頂点への重み付け ν を定めることで, KLR代数 RΓ(ν)が与えられる.

また, 頂点への重み付け Λから巡回イデアル IΛが定まり, これにより巡回KLR代数 RΛ
Γ(ν) = RΓ(ν)/I

Λ が

定義される. 特に巡回 KLR代数は有限次元である.

ここでいつもなら KLR代数は図で表されて云々と書くのだが, 過去二度の講演の感触から, その書き方は

講演者以外得しないように感じたので, 思い切って箙と関係で表そうというのが今回の講演の動機である.

実際, 定義に従えば, RΓ(ν) ∼= KQ/I となる箙 Qと関係 I は簡単に構成できる. しかしここで二点の問題

が生じる. そもそもRΓ(ν)が基本的でないのに, それを箙Qと関係 I で表して何が嬉しいのかということと,

この I が許容的でない (特に長さ 2未満の道を含む)ことである.

当然, 最終的な目標は RΓ(ν)及び RΛ
Γ(ν)と表現論的に同じ構造を持つ (i.e. 森田同値となる)KQ/I を与え

ることにある. 今回の講演においては, 先ほど作った箙Qを起点として, 様々な変形を施すことで目的の箙を

得ようというアプローチのもと, 特に ν が単純 (全ての重みが 1)である場合の進展を紹介したい.
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